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共同事業ニュース：2023 年 7 月号 
2023 年 7 月 31 日発行 

№167 

 
 
○ 本誌は、毎月１回、都道府県石油組合、北海道 18 石油組合、共同事業部会委員、農林漁

業部会委員に配信しています。 
○ 全石連のホームページ“石油広場：http://www.zensekiren.or.jp/”に最新号から 1 年前の 

バックナンバーまで掲載しています。 
「石油広場 トップページ」⇒「各種情報」⇒「共同事業グループニュース」 
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１．「ガソリンのギフト券」の事業状況 

組合の皆様のご協力により、取扱店 7,161SS(先月: 7,107SS)、販売店 1,860SS(先月: 1,860SS)
のネットワークとなりました。本会では、各組合での取扱店 100SS 以上の実現をお願いして

いるところですが、ギフト券の周知拡大により、取扱店数 2 桁台の地区からの購入も現れてい

ます。 
7 月 27 日現在、当月の販売枚数は 5,772 枚、昨年度の実績 10,747 枚の約半分に留まってい

る状況です。購入状況を比較分析したところ、法人、個人の購入は前年実績を上回っていまし

たが、販売店からの購入が振るわなかったことが原因です。 
7 月の購入内容をみると、法人系では、寺院や医療法人、ホテル、建材メーカーの購入案件

がありました。個人系ではお中元や暑中見舞いとして購入されました。購入理由のほとんどが

「検索して知った」ですが、「ガソリンスタンドから聞いた」というケースもあり、いかに多

くのユーザーにギフト券の存在を知らしめるか、が販売拡大の課題となっています。 
7 月上旬に、全国の自治体の福祉関係部署約 1,000 か所へ、ガソリンのギフト券の住民支援

事業での採用を提案する内容のＤＭを発送しました。既に実施している補助事業の制度改正や

新規に補助事業の開始を検討している自治体があるようなので、「詳しい説明を聞きたい」と

いった反応がありましたら、関係組合事務局と連携して、ギフト券の採用実現に向けて取り組

んでまいります。 
 直近の販売状況・登録状況については、５ページをご覧ください。 
 
 

２．共同購買連絡事項 

（１）お盆前における出荷体制等のご連絡について 

主要取引先の夏季休業期間は８月１１日（金）～８月１６日（水）となります。 

お盆期間中やその前後は道路事情や物流の混雑状況により、納品が遅れる場合がりますの

で、ご了承の上、早目のご注文をお願い致します。 

詳細は７月１２日付第１６号事務連絡文書をご参照下さい。 

 

（２）秋季キャンペーンの実施について 

９月１日（金）～１１月３０日（木）の期間で実施します。 

キャンペーンの告知として８月２８日（月）付のぜんせき新聞に共同事業インフォメーシ

ョン夏秋号チラシを折り込む予定です。 

キャンペーン特別価格にて提供する「洗車タオル・ロール紙・リサイクルトナーカートリッ

ジ」のほか「共済・保険商品」、「農林漁業用国産Ａ重油石油石炭税還付制度」の案内、注目

商品など掲載します。 

  

（３）２０２４年度版「ビジネスダイアリーＡ判・Ｂ判」「オリジナル手帳」の早期割引 

   キャンペーンの実施について 

８月３１日（水）迄にご注文の場合は通常価格から５円引きとなります。 

昨年度注文があった組合員に対し、価格改定を含めた案内文書と前回の刷り取り見本を７
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月下旬に発送しております。詳細は７月１８日付第１８号事務連絡文書をご参照下さい。 

 

（４）夏先取りフェアの実績 

 ６月 1 日～３０日に実施した夏先取りフェアの実績がまとまりました。６ページをご覧く

ださい。 

 

 

３. 中型生命グループ保険の加入状況 

 8 月 1 日現在の加入者数は、6,385 人(前月 6,531 人、前月比 146 人減）となりました。中型

生命の更新月である 8 月は、例年解約者数が多くなりますが、一定規模の加入人数を維持する

ためにも今後とも組合員の皆様にＰＲをお願いいたします。 

 毎月メール送信しています「年度目標種目別実績表」の中型生命の表記内容の変更について

質問がありましたので、ご説明いたします。死亡による脱退を除いて、短期期間（12 カ月未

満）で脱退した契約数を「短期解約」欄に表示しています。その数字を「新規加入」から差し

引いて出た数字が、「実績計」になります。新規加入数よりも短期解約数が大きい場合は、マ

イナス表示になります。（例） 

  

 

 

４. ＳＳ土壌浄化保険の更新状況 

 ＳＳ土壌浄化保険の 7 月 1 日付けの更新状況は、ＳＳと一般取扱所を合わせて 296 件で、前

年より 2 件減になりました。ＳＳでは５Ａプランが 97 件、５ＡＳプランが 77 件と全体の約６

割が保険金の最高額プランに集中しています。一般取扱所でも５ＡＳプランの加入が多くなっ

ています。 

 ＦＲＰライニング施工、電気防食施工、高精度油面計の設置に該当する施設で保険会社の認

定を受けることにより保険料の割引が適用されます。保険料割引の適用案件は、ＳＳと一般取

扱所を合わせて 208 件になり、前年より 3 件増となりました。 
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 保険料割引に該当するＳＳ、一般取扱所を運営する組合員に、漏洩防止策を施したことによ

る安心と、保険料割引制度を活かして保険に加入することで、より安心感を高める二段階対策

をお勧めください。 

 

 

５．国Ａの用途についての問合せ事例 

国Ａ(無税・農軽)の用途について最近の問い合わせ事例を紹介します。 

 

Ｑ：のり乾燥用に乾燥機の燃料として使用しているＡ重油は用途範囲内ですか。 

 

Ａ：のり養殖業者（漁業者）にのりの乾燥用に使用する火力乾燥機の燃焼用燃料とし

て販売している場合は用途範囲内です。ただし、大手業者が養殖業者からのりを

買い入れて乾燥をする場合は、加工業となり用途範囲外となります。 

 

 

Ｑ：養護学校で社会参加の為に農作物を栽培し市場で販売しています。この際に使用

しているＡ重油は用途範囲内ですか。 

 

Ａ：栽培した農作物を市場で販売している場合は用途範囲内です。ただし、栽培した

農作物を養護学校でのみ利用している場合は営農とは認められないため、用途範

囲外になります。 

 

 

Ｑ：畜産農家で飼料を作る際に使用する燃料は用途範囲内ですか。 

 

Ａ：畜産農家等が、家畜の飼料を作るために使用するＡ重油は、自家用のみが用途範

囲内です。”自家用のみ”とは他には販売していない、ことを示しています。 

飼料を他にも販売しているのであれば、用途範囲外になります。 

 

また無税重油では一部認められない場合もあります。 

農林漁業用軽油では用途範囲内であっても、都道府県の軽油の免税証を利用して販売したも

ののみが対象となることにご注意ください。 

 

 
--------------------------------------【農林グループからのお願い】----------------------------------------- 
無税重油、国産Ａ重油、農林軽油、海運用燃油に関する総括表等に設けている提出期日が近

づいてきましたら、登録業者からの提出状況をご確認ください。 
期日までの提出励行にご協力をお願いいたします。 
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夏先取りフェア実績 

 


